
算 数 科 ・ 数 学 科 教 員 の 「 授 業 力 」 を 高 め る 「 授 業 改 善 」 の 具 体 的 支 援

【背景】 【研究成果】

本研究では，算数・数学教師の授業観察の視点
を分析・整理するための指標を作成し，算数・数
学科教員に実態調査を行うことから，実践的指導
力を身に付けるための「授業改善」の具体的方法
を提案することを研究の目的とする。

北海道は大規模校の割合が低く，数
学教師の同僚が同一校に存在しないも
しくは，近隣に数学の指導法に関わる
実践的な相談ができていない状況にあ
る教師が多々いる。さらには，授業以
外の業務に係る多忙観や研修等に参加
する機会が乏しいことからも，10年経
験者研究等の研修を除くと，若手教師
を中心に授業観を見直す機会が必要と
されている。
このような状況下において，全道の

算数・数学科の教師の授業改善に示唆
を与え，学習指導要領の主旨に沿った
授業づくりのポイントを普及させるこ
とは，算数・数学を切り口とした子ど
もの資質・能力の育成に留まることな
く，改訂の基本方針を踏まえた学びの
実現に向けた重要な研究でもある。さ
らに教員養成大学と各市町村教育員会
並びに学校現場を接続した理論的・実
践的研究を推進することは，北海道の
これからの社会を生きぬく子どもたち
に資する研究活動と考えられる。
「数学的な見方・考え方」は算数・

数学を学ぶ鍵となる。若手教員や経験
者教員それぞれが学習指導要領の改訂
の具体的内容を理解し，授業改善に向
けた授業づくりを推進することが求め
られているなか，本大学としては全道
の算数・数学科の教師に授業づくりの
方策を具体化して普及することが必要
ではないだろうか。

●北海道教育委員会が策定する「教員育成指標」
との関連を見いだし，教師が恒常的に授業改善
に取り組むための指標について検討する。

●Teaching for Robust Understanding（TRU）を用い
た授業研究コミュニティ形成に着目し，Math 
Rubricを授業研究の方策として用いることで，
教師がもつ潜在的な授業観を分析・考察する。

●若手教員並びに中堅教員の「授業力」向上に資
する指導資料を附属小・中学校教員と大学の算
数・数学教育担当教員が協働的に作成する。

・授業改善の事例をYoutube動画を配信する。
・附属学校教員による日本数学教育学会主催
の全国大会並びに全道大会で研究発表を行う。

・本学紀要に研究成果（中間発表，最終発表）
をまとめて発表する。

・「授業改善」の具体的支援を書籍にまとめる。

■代表：谷地元直樹教授（旭川校）
■分担者
＜大学教員＞
札幌校：佐々祐之教授，後藤俊一准教授

中逸 空講師
函館校：石井 洋教授
釧路校：早勢裕明教授，関谷祐里教授

和地輝仁教授，黒川友紀講師
大滝孝治講師

旭川校：樺沢公一講師
＜附属学校教員＞
札幌小：三塚 聡，園部 穂
札幌中：杉本泰範，岩本 和馬
函館小：鈴木悠太
函館中：櫻川祥貴，有金大輔
釧路前期：小倉寛生，山崎夏実
釧路後期：野口朝央，松永悠佑
旭川小：成田 翔（小学校代表）

田中俊光，櫻井里佳
旭川中：菅原 大（中学校代表），大森健司
＜研究協力者＞
北海道教育委員会学力向上推進課

指導主事：若松拓郎

＜令和４年度，令和５年度＞
授業観察ルーブリックの作成，プレ調査の実施
プレ調査の再実施，附属学校教員との成果交流

＜令和６年度，令和７年度＞
本調査（札幌，釧路，函館，旭川）の実施
調査の集計と分析，附属学校教員との成果交流

＜令和８年度，令和９年度＞
附属学校による「授業力」向上セミナーの実施
道教委と連携した指導資料の検討並びに作成

＜令和４年度～令和９年度＞
授業改善資料（YouTube動画）の継続作成

【研究実施体制】

【研究目的】

【研究課題】

【研究計画】
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